
回

15
第３章 従業員としての視点から

  第３節 社会保険② ～医療保険～

  第４節 社会保険③ ～労働保険～

13
第３章 従業員としての視点から

 第１節 社会人としての責任・美容業の従業者としての責任

14
第３章 従業員としての視点から

  第２節 社会保険① ～公的年金～

7

第２編 人という資源 従業インとしての視点

第１章 人という資源

 第１節 人という資源とは

 第２節 人の能力を高める

 第３節 会計の考え方

8

第２編 人という資源 従業インとしての視点

第１章 人という資源

 第４節 給与

 第５節 待遇・福利厚生

9
第２章 健康・安全な職場環境の実現

 第１節 健康管理の基礎

6
３章 資金の管理

 第４節 コストを管理する

 第５節 税金について

 ・ 美容師の業務に関係する運営管理について正しい知識の習得の必要性の理解

 ・ 社会的責務、職業倫理について自覚を持てたか。

 ・ 美容の業務に関する規定内容。衛生法規の意義の把握。

授業概要 備 考

10
第２章 健康・安全な職場環境の実現

 第２節 美容の仕事と健康

11
第２章 健康・安全な職場環境の実現

 第３節 美容業に特徴的な健康課題

12
第２章 健康・安全な職場環境の実現

 第４節 美容の作業環境に関する健康問題

1

第１編 経営者の視点

１章 経営とは・経営者とは

 第１節 経営が難しい理由

 第２節 経営が必要な理由

 第３節 経営とは何か

2

第１編 経営者の視点

 第４節 経営資源と経営計画

 第５節 経営戦略

 第６節 経営戦略が目指すもの 顧客に選べらるよい店の実現

5

３章 資金の管理

 第１節 資金管理の重要性

 第２節 収支と損益

 第３節 快慶の考え方

3
２章 美容業の経営について

 第１節 業界の概要

 第２節 競争の変化

4
２章 理容業・美容業の経営について

 第３節 サービスとしての美容

 第４節 美容業の顧客について

担当教員 川﨑 裕貴

※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか記載

・売上や、税金等、サロンを運営するにあたって必要な知識を習得し、

 将来開業した時に役立つようにする。

・社会保障の内容、重要さを覚えて、就職活動に役立つようにする。

到達目標

学科 美容科 必修選択 必修
総時間

(１単位)

３0時間

(1)

2026年度 授業計画（シラバス）

科目名 運営管理 授業形態 講義 年次 1
使用教科書 教

材等

公益社団法人日本理容美容教育センター

運営管理



【評価について】 【特記事項】

A評価（１００~８６）/ B評価（８５~７０）/C評価（６９~４５）/ D評価（４４~０）

各学期に中間・期末テストを行い平均点が７０点以上あること

※ない場合は追試を行う

進級及び卒業は、単位時間数と定期テストでの

平均点取得、教員による協議会の決定による

31
第３ サービスにおける人の役割

  第７節 接客の実践⑤

  第８節 接客におけるトラブルと対応

26
第３ サービスにおける人の役割

  第２節 よい接客のために

22
第２章 マーケティング

  第３節 マーケティング・ミックスの短期的要因①

  第４節 マーケティング・ミックスの短期的要因②

23
第２章 マーケティング

  第５節 マーケティング・ミックスの⾧期的要因①

  第６節 マーケティング・ミックスの⾧期的要因②

24
第２章 マーケティング

  第７節 サービスのシステム化

29
第３ サービスにおける人の役割

  第５節 接客の実践➂

  第６節 接客の実践④

30
第３ サービスにおける人の役割

  第７節 接客の実践⑤

  第８節 接客におけるトラブルと対応

27
第３ サービスにおける人の役割

  第３節 接客の実践①

  第４節 接客の実践②

28
第３ サービスにおける人の役割

  第５節 接客の実践➂

  第６節 接客の実践④

21
第２章 マーケティング

  第１節 美容業のマーケティング

  第２節 マーケティング・ミックス

17
第３編 顧客のために

第１章 サービスデザイン

  第１節 顧客が求める価値

25
第３ サービスにおける人の役割

  第１節 接客についての理解

18
第３編 顧客のために

第１章 サービスデザイン

  第２節 価値の実態

19

第３編 顧客のために

第１章 サービスデザイン

  第３節 顧客満足の実現のためのシステム

  第４節 最も重要な価値：人

16
第３章 従業員としての視点から

  第５節 キャリアプランの重要性

  第６節 仕事を考えるうえで考えるべきこと

備 考

20

第３編 顧客のために

第１章 サービスデザイン

  第５節 価値の多様性 顧客が求めるもの

  第６節 サービルの範囲


